
1110 号　2013 年 1 月　福岡市中央区天神 1-8-1 市議会 11 階　電話 092-711-4734
ご意見・ご要望をおよせください　　Eメール info@jcp-fukuoka.jp福岡市議会ニュース

2013年 今年もがんばります

宮本秀国　星野美恵子  中山いくみ　 熊谷敦子　 綿貫英彦
団長（南区）　　   副団長（中央区）　   幹事長（早良区）　　　　（西区）　　　　　   （東区）

日本共産党福岡市議団
www.jcp-fukuoka.jp

値
上
げ
中
止
を

半
数
以
上
の
高
校
生
が
通
う
私
学

補
助
金
廃
止
は
許
さ
れ
な
い

九
響
補
助
金
カ
ッ
ト
は

文
化
振
興
に
逆
行

● 私学助成の廃止

● 九響補助金のカ
ット

● 市民センターや体
育館など

　利用料の高齢者
減免の廃止

● がん検診の自己
負担増

「検討項目」

福岡市12月議会報告

市
民
い
じ
め
計
画 

や
め
よ
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国に対する意見書を
全会一致で採択

関係者からお礼のメール

共産党「自主避難者も対象
にすべき」と市に要求

署名署名 筆筆45,66245,662

2013年度予算に関する
重点要望を申し入れ

2013年度予算に関する
重点要望を申し入れ

　日本共産党市議団は12月27日、高島宗一郎福岡市
長と面会し、新年度予算編成に関する重点要望（福
祉、医療、子育て、保育、教育、中小企業・雇用対策、ま
ちづくり、環境など276項目）を申し入れました。

高島市長（左）に質問する綿貫英彦市議＝12月17日、本会議

積み上げられた署名を前に会のみなさんを激励する
星野、綿貫、熊谷の各市議＝12月20日、市議会内

「原子力事故子ども・被災者支
援法」に基づく

施策の早期具体化等を求める
意見書
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　福島原発事故から福岡市にもたくさんの方々が避難してきて
いますが、「仕事がなく家計が苦しい」という悩みや、医療・保
育などの重い負担を抱えています。福岡市も一定の被災者支援
を行っていますが、たとえば同じ避難でも民間アパートなどに
入居していると家賃補助は受けられません。とくに、警戒区域
など以外から自主的に避難してきた人たちはまったくの対象外

　「支援法」の早期具体
化などを国に求める意見
書が 12 月議会で全会一
致で可決されました（左
記に全文）。日本共産党
市議団が起案し、各会派
に賛同を呼びかけました。

　福岡市が少年科学文化会館の移転・再整備にあたってホールをなく
そうとしている問題で、「移転する少年科学文化会館にも文化ホールを
のぞむ会」は 12 月 20 日、移転する少年科学文化会館にも舞台機構の
整ったホールをつくるよう求める請願を市議会に提出しました。この日
までに集まった署名は、45,662 筆に達しました。紹介議員は日本共産
党の他、社民市政クラブ、福岡維新無所属の会、無所属の計10人。
　会では請願審査が行われるまでさらに署名を集めることにしていま
す。日本共産党市議団は請願が採択されるようさらにがんばります。

　昨年の総選挙の結果、安倍・自公政権が復活し、さっそく経済政策や外交で
暴走が始まっています。日本共産党は市民の暮らしを守る「防波堤」として、ま
た改革の提案とともに市民と共同し行動する党として、ますますがんばります。

　

九
州
電
力
が
国
に
申
請

し
て
い
る
電
気
料
金
の
値

上
げ
は
、市
民
生
活
と
中
小

企
業
・
業
者
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
す
。一
般
質
問
で

宮
本
秀
国
市
議
は
、原
発

促
進
の
費
用
や
配
当
・
幹
部

報
酬
が
コ
ス
ト
に
算
入
さ

れ
る
不
当
な
総
括
原
価
方

式
を
批
判
。
市
と
し
て
値
上

げ
の
中
止
を
九
電
な
ど
に

求
め
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
の
福
岡
市
議

会
で
、日
本
共
産
党
の
綿
貫

英
彦
市
議
は
、高
島
宗
一
郎

市
長
が
検
討
し
て
い
る
私

立
高
校
や
九
州
交
響
楽
団

へ
の
補
助
金
削
減
な
ど
に
つ

い
て
た
だ
し
ま
し
た
。
市
が

示
し
た
「
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン（
素
案
）」に
も
と
づ

く
１
０
１
の
検
討
項
目
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。

　

綿
貫
市
議
は
、福
岡
市

内
の
高
校
生
の
53
％
が
私

学
に
通
っ
て
お
り
、公
教
育

の
重
要
な
一
部
で
あ
る
と
述

べ
、私
学
協
会
か
ら
市
の
補

助
金
削
減
を
や
め
る
よ
う

要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

私
学
関
係
者
か
ら
「
授

業
料
滞
納
が
増
加
し
て
い

る
」「
修
学
旅
行
を
断
念
し

て
積
み
立
て
を
学
費
に
ま

わ
し
た
生
徒
も
い
た
」
な
ど

悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い
る
実
態

を
紹
介
し
、削
減
・
廃
止
を

し
な
い
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
「
補
助
金
は

　

ま
た
、綿
貫
市
議
は
、九

州
交
響
楽
団
補
助
金
に
つ

い
て
、現
在
支
出
の
圧
縮
に

よ
っ
て
楽
団
員
が
２
０
１
０

年
度
か
ら
４
人
も
減
り
、外

部
か
ら
演
奏
家
を
招
い
て

対
応
し
て
い
る
苦
境
を
つ
き

つ
け
、補
助
金
削
減
は
文
化

振
興
に
逆
行
す
る
も
の
だ

と
批
判
し
ま
し
た
。

　

市
側
も
音
楽
文
化
の
発

展
・
振
興
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、市
長

は
「
全
市
的
な
見
直
し
に
あ

わ
せ
て
お
こ
な
う
」
と
冷
た

く
答
弁
し
ま
し
た
。

　

綿
貫
市
議
は
、が
ん
検

診
の
自
己
負
担
増
や
65
歳

以
上
の
公
共
施
設
の
利
用

料
金
値
上
げ
な
ど
に
つ
い
て

も
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　このたびは、意見書を提出、可決
していただきまして、心よりお礼申し
上げます。福岡市議会にならい、他
の市町村議会においても同様の意見
書を国へ届ける動きが広がるように、
働きかけていきたいと思います。

電   話
711-4734

生活困窮、医療、年金、サラ金、相続などお困り事が
ありましたら、お気軽にご相談ください。また、地域
での定例相談会も開いています。

赤旗̱ͭ
!͐ͭ

読んでみませんか

日刊／月3,400円　日曜版／月800円
お申し込みは　711-4734まで

高島市長の「行革プラン」

少
額
で
、効
果
は
限
定
的
」

な
ど
と
冷
た
い
答
弁
。
市
長

も
廃
止
を
検
討
す
る
考
え

を
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

原発事故からの避難者・子どもへもっと支援を

無料・生活法律相談

電
気
料
金

になっています。
　宮本秀国市議は一般質問で、避難者
の声や要望をもとに、「原発事故子ど
も・被災者支援法」を早急に具体化す
るよう国に求めるとともに、市としても
支援を充実すべきだと要求しました。



12月議会での日本共産党の論戦
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2013年第１回定例会（　   ）は
２月18日から始まります（予定）

予算審
議など

高
島
市
長
の「
基
本
構
想・基
本
計
画
」は

破
た
ん
済
み
の
開
発
路
線

暮
ら
し
応
援
へ
抜
本
的
に
見
直
せ

　

25
年
ぶ
り
に
さ
だ
め
ら
れ
る
市

の
基
本
構
想
と
、
そ
れ
に
も
と
づ

い
て
10
年
ご
と
に
策
定
さ
れ
る
基

本
計
画
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
山
い
く
み
市
議
は
、
高
島
市

長
が
従
来
通
り
の
「
ア
ジ
ア
の
拠

点
都
市
」
を
目
標
に
か
か
げ
て
い

る
こ
と
を
追
及
。「
活
力
を
高
め
て

き
た
」
な
ど
と
無
反
省
な
市
当
局

に
対
し
、
市
民
所
得
・
市
内
総
生

産
・
税
収
な
ど
が
の
び
て
い
な
い
事

実
を
つ
き
つ
け
、
総
括
の
な
い
ま
ま

継
承
す
る
市
長
を
批
判
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
無
謀
な
開
発
に
よ
っ
て

増
え
た
の
は
借
金
だ
け
で
、
そ
の
ツ

ケ
を
市
民
に
「
行
革
」
と
し
て
押

し
つ
け
る
の
は
許
さ
れ
な
い
と
述
べ

ま
し
た
。

　

中
山
市
議
は
「
市
民
を
犠
牲
に

し
、
市
財
政
を
破
た
ん
さ
せ
る
呼

び
込
み
型
・
開
発
型
の
基
本
構
想
・

基
本
計
画
は
撤
回
し
て
、
内
需
拡

大
、
く
ら
し
応
援
路
線
へ
と
抜
本

的
に
見
直
す
べ
き
だ
」
と
追
及
し

ま
し
た
。
市
長
は
「
ア
ジ
ア
の
リ
ー

ダ
ー
都
市
を
目
指
す
」
な
ど
と
無

反
省
な
態
度
を
示
し
ま
し
た
。

保
育
所
の
基
準  

福
岡
市
は
現
状
維
持

面
積
も
保
育
士
配
置
も
、も
っ
と
拡
充
す
べ
き

　

保
育
所
な
ど
の
最
低
基
準
を
定

め
る
条
例
案
に
つ
い
て
、
現
場
の
保

育
士
な
ど
か
ら
聞
き
取
っ
た
実
態

や
声
を
も
と
に
、
中
山
市
議
が
質

問
し
ま
し
た
。

　
「
０
歳
児
３
人
を
１
人
で
見
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
１
人
を
抱
っ

こ
す
れ
ば
２
人
は
ほ
っ
た
ら
か
し
に

せ
ざ
る
を
得
な
い
」「
７
時
か
ら
８

時
半
ま
で
１
〜
２
歳
児
十
数
人
を

１
人
で
見
る
時
間
帯
が
あ
る
。
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
に
神
経
を
す

り
減
ら
し
て
い
る
」「
ほ
ぼ
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
い
て
い
る
が
、
パ
ー
ト
扱

い
で
月
10
万
円
、
こ
れ
で
一
人
暮
ら

し
な
の
で
ほ
し
い
服
も
ま
と
も
に
買

え
な
い
。
風
邪
を
ひ
い
て
も
病
院
に

い
け
ず
、
か
と
い
っ
て
収
入
が
減
る

の
で
仕
事
も
休
め
な
い
」
な
ど
深

刻
な
実
態
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

現
場
の
切
実
な
声
し
め
し

　

そ
の
う
え
で
、
中
山
市
議
は
、

保
育
士
の
配
置
基
準
・
面
積
基
準

を
改
善
す
る
よ
う
求
め
、
保
育
士

確
保
の
た
め
に
も
賃
上
げ
な
ど
待

遇
改
善
を
迫
り
ま
し
た
。

　

高
島
市
長
は
基
準
に
つ
い
て
「
国

と
同
様
」
な
ど
と
答
え
、
現
場
の

実
態
に
つ
い
て
は
「
保
育
の
質
を
高

め
る
こ
と
は
国
に
対
し
要
望
し
て
い

く
」
と
の
べ
る
だ
け
で
、
市
独
自
に

現
場
の
声
に
応
え
る
手
だ
て
を
と

る
意
思
も
な
い
こ
と
を
あ
ら
わ
に
し

ま
し
た
。

　学校校舎のコンクリート落下事故がまたも発
生。綿貫市議は「学校ウオッチング」で発覚した
危険箇所の早期改修・改善を要求しました。

人工島土地売却で9億円赤字
　市が物流関係２社に売却した価格は、埋立単価と比べると8億
9,000万円も下回りました。売れば売るだけ赤字が積み上がる―
こんな最悪の事態を生み出した推進勢力の責任は重大です。

企業に税金免除の優遇

給食センター建設・管理にPFI

　「グリーンアジア特区」と称して特定の企業に対し3年度分の固
定資産税、都市計画税を免除する制度を市が導入します。これは
市長が言う「企業を呼び込んで税収を増やす」ことと矛盾します。
さらに立地交付金まで投げ渡すというのですからデタラメです。

開発から文化財まもれ
　福岡市は全国的にみても豊かな埋
蔵文化財をもっています。宮本市議は
開発の規制による文化財保存、専門
職員の増員や埋蔵文化財センターの
充実を要求しました。

（写真は昨年5月の埋蔵文化財センター視察調査の様子）

　市は、第１給食センター（博多区東平尾）の建設、開業
後15年間の運営などの業務を一括委託するＰＦＩ契約
を、株式会社東洋食品を代表企業とする特定目的会社と
99億円余で締結。行政責任の放棄、1万3000食のマンモ
ス化など問題ありとして、日本共産党は反対しました。

市政に関する要望・意見や、市議会で取り上げてほしい問題など
ぜひお聞かせください。　　日本共産党福岡市議団  711-4734

「基本構想・基本計画」の問題点
（日本共産党の反対討論より）

①反省も総括もなく歴代市長の「アジアの
拠点都市」づくりを継承　②開発優先・財
界奉仕の「都市の成長」路線が柱になって
いる　③市民犠牲の行革を推進　④暮ら
し・福祉の充実をねがう市民に背を向ける
⑤市民の意見が十分反映されていない

各会派の態度議案に対する

共産   自民   公明   民主  みらい  社民   維新

●  　○  　○  　○  　○  　○  　○

●  　○  　○  　○  　○  　○  　○

●　  ○　  ○　  ○　  ○　  ○　  ○

●　  ○  　○  　○ 　 ○　  ○  　○

●　  ○　  ○　  ○　  ○　  ●　  ○

○  　○　  ○  　○  　○  　○  　○

○　  ●　  ●　  ●　  ●　  ○　  ●

福岡市基本構想

第９次福岡市基本計画

一般会計補正予算
（給与引き下げ）

市立病院機構中期目標
（人工島新病院整備含む）

第１給食センター整備
運営契約（PFI 事業）

自転車安全利用条例

こども病院人工島移転
中止に関する請願３件

※ みんなの党は一人が議員辞職したため会派消滅○賛成　●反対

会派名
主な議案

今回受理された 請　願

博多湾会議　338 人

福岡市原爆被害者の会

平尾５丁目住環境を守る会
　1,213 人

下山門・住環境を守る会
　530 人

ふくおか教育を考える会
　18,953 人

福岡・住環境を守る会
　1,054 人

移転する少年科学文化会館
にも文化ホールをのぞむ会
　45,662 人

セアカゴケグモが繁殖している人工島へ
のこども病院移転中止について

非核三原則の法制化を求める意見書議決
及び非核平和都市宣言について

原子爆弾被爆者に対する援護に関する法
律の改正を求める意見書議決について

マンション建設の指導について

マンション建設の指導について

少人数学級の全面実施について

市民に開かれた見える議会にすることに
ついて

移転する少年科学文化会館への文化ホー
ルの整備について

件　　名 請願者

博多湾海上の風レンズ
風車実験施設を船上か
ら視察（2月）

こども病院人工島
移転着工に市民と
ともに抗議（12月）

消費税増税反対
署名にとりくむ

保育労働者から現場
の実情聞き、対市交
渉に参加（10月）

民主商工会との懇
談で中小業者の経
営と暮らしの実態
を聞き取り（9月）

米艦ブルーリッジの
博多港入港抗議集会
にて（8月）

豪雨水害被災者支援
ボランティアで柳川
へ（8月）

原発再稼働中止など
政府に要請（5月）

議員の海外視察の
中止を求めて議長
に申し入れ（5月）

がれき問題で最終
処分場を視察調査
（4月）

学校の改修を急げ
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